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我
が
国
の
伝
統
的
産
業
で
あ
る
蚕
糸
絹
業
は
需
要
の
減
退
、
一
元
輸
入
二
国
間
協
定
が
あ
る
に
し
て
も
事
実
上

の
輸
入
の
自
由
化
に
よ
り
、
構
造
的
不
況
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
今
や
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、

一
九
八
二
年
末
七
、
四
〇
〇
人
の
製
糸
労
働
者
が
八
六
年
九
月
末
に
は
四
、
六
〇
〇
人
と
三
六
％
の
減
少
を
み
た
だ

け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

既
に
昨
年
末
か
ら
問
題
に
な
つ
て
い
る
山
梨
県
中
巨
摩
郡
敷
島
町
の
蚕
糸
販
売
農
業
協
同
組
合
連
合
会
模
範
社

と
山
梨
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
「
信
連
」
と
い
う
。
）
と
の
関
係
は
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。 

加
え
て
国
の
蚕
糸
行
政
に
関
し
て
も
万
全
の
行
政
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
く
、
第
二
、
第
三
の
模

範
社
的
傾
向
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 
従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

山
梨
県
の
模
範
社
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
当
面
す
る
蚕
糸
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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一 
模
範
社
と
信
連
の
関
係
に
つ
い
て 

２ 

信
連
は
、
同
社
の
累
積
赤
字
解
消
、
金
利
負
担
軽
減
の
た
め
、
同
社
所
有
の
遊
休
土
地
資
産
の
売
却
を
指

導
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
買
手
が
つ
く
や
、
同
社
の
原
料
繭
に
信
連
の
譲
渡
担
保
権
を
設
定
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
借
入
金
を
全
額
返
済
し
な
い
か
ぎ
り
、
同
社
の
土
地
、
建
物
に
対
す
る
抵
当
権
を
解
除
し
な

い
旨
を
通
知
し
、
資
産
売
却
を
阻
止
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
系
統
金
融
機
関
の
指
導
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。 

１ 

信
連
は
、
農
協
系
統
組
織
の
金
融
機
関
と
し
て
傘
下
農
協
事
業
体
を
支
援
、
育
成
強
化
す
る
立
場
に
あ
り

な
が
ら
、
苦
況
に
あ
る
模
範
社
の
経
営
に
対
し
、
体
質
改
善
、
再
建
の
た
め
い
か
な
る
具
体
的
支
援
を
行
つ

た
か
。
例
え
ば
、
こ
の
五
年
間
、
融
資
面
に
お
い
て
貸
付
金
利
の
引
下
げ
な
ど
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置
な
ど

を
行
つ
た
か
ど
う
か
。 

３ 

信
連
は
昨
年
六
月
、
同
社
が
ま
だ
十
分
な
資
産
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
理
事
に
拘
束
性
の 
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４ 

信
連
が
、
同
社
当
該
労
使
間
で
何
ら
協
定
さ
れ
て
い
な
い
同
社
の
製
糸
部
門
の
閉
鎖
問
題
に
つ
い
て
、
昨

年
十
二
月
二
日
に
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
末
を
も
つ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
中
央
会
に
状
況
説
明
し
、

指
導
を
要
請
し
た
こ
と
は
、
同
社
労
働
組
合
の
団
体
交
渉
権
の
侵
害
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
は
ど
う
か
。 

５ 

信
連
は
、
同
社
の
再
建
よ
り
、
む
し
ろ
債
権
確
保
、
貸
付
金
回
収
に
の
み
力
点
を
お
い
て
指
導
し
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
同
社
と
同
労
働
組
合
の
間
に
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
、「
事
業
所
閉
鎖
問
題
に

つ
い
て
当
分
の
間
、
労
使
誠
意
を
も
つ
て
協
議
し
、
双
方
合
意
の
な
い
か
ぎ
り
一
方
的
に
こ
れ
を
行
な
わ
な

い
」
と
い
う
確
認
書
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
な
お
、
こ
の
確
認
書
成
立
の
場
所
に
は
信
連
の
小
松
融
資

部
長
が
同
席
）
、
し
か
も
、
本
件
に
つ
い
て
具
体
的
な
交
渉
が
年
内
は
な
か
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
連 

預
金
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
強
要
し
、
こ
れ
を
信
連
に
定
期
預
金
担
保
と
し
て
差
し
入
れ
さ
せ
、
こ
の
枠
で
貸

付
け
を
行
い
、
同
社
の
運
転
資
金
の
操
作
を
す
る
な
ど
歩
積
み
両
建
て
を
や
つ
て
い
る
事
実
を
、
監
督
機
関

の
農
水
省
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。 
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二 

当
面
す
る
蚕
糸
政
策
に
つ
い
て 

2 

現
生
糸
年
度
中
、
基
準
糸
価
一
二
、
〇
〇
〇
円
は
堅
持
さ
れ
る
方
針
か
。
ま
た
、
次
生
糸
年
度
に
お
い
て

も
こ
れ
を
堅
持
さ
れ
る
方
針
を
と
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

1 

繭
糸
価
格
安
定
法
第
一
条
の
目
的
に
沿
い
、
今
後
と
も
、
繭
糸
価
格
安
定
制
度
を
所
管
行
政
当
局
と
し
て

堅
持
さ
れ
る
方
針
か
ど
う
か
。 

こ
れ
と
の
関
連
で
、
一
月
二
十
二
日
付
日
経
朝
刊
で
「
農
水
省
は
基
準
糸
価
の
切
り
下
げ
を
検
討
中
」
と
の

記
事
が
あ
る
が
、
今
期
中
（
生
糸
年
度
）
又
は
来
期
に
基
準
糸
価
を
切
り
下
げ
る
方
針
か
ど
う
か
。
切
り
下
げ 

は
一
方
的
に
同
社
の
原
料
倉
庫
の
鍵
を
持
ち
去
り
、
同
社
を
本
年
一
月
六
日
以
降
意
識
的
に
操
業
停
止
、
事

業
所
閉
鎖
に
追
い
込
ん
で
い
る
理
由
は
何
か
。 

こ
れ
は
明
ら
か
に
金
融
機
関
と
し
て
の
労
使
問
題
へ
の
過
度
の
介
入
で
あ
り
、
労
働
者
の
団
結
権
、
交
渉

権
、
生
存
権
を
無
視
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
見
解
は
如
何
。 
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7 

こ
こ
十
年
間
、
蚕
糸
業
は
縮
小
再
生
産
の
道
を
た
ど
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
養
蚕
農
家
の
作
付
け 

6 

も
し
売
上
税
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
繭
、
生
糸
、
撚
糸
、
織
物
並
び
に
繭
生
産
資
材
の
取
引
に
つ
い

て
、
ど
の
段
階
ま
で
、
い
か
な
る
品
目
を
非
課
税
取
扱
い
と
さ
れ
る
の
か
。
所
管
官
庁
と
し
て
の
具
体
的
な
見

解
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

5 

廃
棄
さ
れ
た
過
剰
設
備
の
買
上
げ
は
促
進
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
。 

4 

蚕
糸
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
当
分
の
間
、
織
物
を
含
め
、
生
糸
輸
入
を
規
制
す
る
考
え
は
な
い
か
（
国

内
生
産
、
輸
入
を
合
わ
せ
て
総
供
給
量
と
し
、
総
需
要
量
と
の
均
衡
を
と
る
た
め
）
。 

3 
昨
今
の
生
糸
価
格
が
現
物
で
も
基
準
糸
価
を
割
り
、
更
に
六
カ
月
先
で
は
大
き
く
割
り
込
ん
で
い
る
現
状

か
ら
み
て
、
糸
価
安
定
の
た
め
い
か
な
る
対
策
を
具
体
的
に
と
ら
れ
る
の
か
（
同
法
第
二
章
で
規
定
し
た
措
置

を
含
め
）
。 

る
と
す
れ
ば
そ
の
具
体
的
理
由
を
明
示
さ
れ
た
い
。 
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八 

転
換
に
つ
い
て
い
か
な
る
指
導
を
行
う
の
か
。 

8 
前
記

5
、
6
項
と
関
係
し
、
更
に
製
糸
業
界
は
本
年
四
月
以
降
三
〇
～
二
五
％
の
設
備
封
印
に
よ
る
カ
ル

テ
ル
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
行
政
と
し
て
も
指
導
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
措
置
に

よ
つ
て
一
部
縮
小
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
製
糸
企
業
で
は
人
員
整
理
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
雇
用

問
題
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
具
体
的
対
策
を
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。 

今
日
、
大
量
失
業
時
代
を
迎
え
、
産
業
政
策
と
雇
用
政
策
は
密
接
な
関
連
を
も
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
あ

く
ま
で
も
労
働
省
所
管
の
問
題
と
し
て
扱
つ
て
い
か
れ
る
つ
も
り
か
ど
う
か
。 

と
り
わ
け
、
農
村
経
済
、
地
域
経
済
と
雇
用
の
視
点
か
ら
ど
う
さ
れ
る
つ
も
り
か
。 

9 

蚕
糸
業
の
中
・
長
期
安
定
の
た
め
、
需
要
量
と
生
産
量
、
輸
入
量
、
設
備
規
模
、
雇
用
量
な
ど
を
含
め
、

蚕
糸
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計
画
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


